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1。緒

今年(昭和 19年)の 5月中匂に於ける有珠岳束麓に於ける地愛の調査の際に地震並に地盤の隆

起は地下の岩衆の設入の震であると推定されたが，隆起現象が極めて長期に豆つで漸態的であった

事と地震同童文も著しく減少してゐたので其億噴火に成ら?に落着くもので、は無いかと考へられたし

希望もしたのであった。然るに 6月に這入って丸寓坪の亀裂が北方に延長護達して松本山 (239米〉

‘ペり南東麓を中心として落差3，4米の多数の地割れか放有般に生じ同時に共の附近の地盤が著しく隆

起して途陀 6月.23日8時 15分陀最初の噴火と成ったのである。地震も其の附近の局部的なものが

噴火前数日前より著しく増加したとの事で、ある。共の後何悶かの著しい質火を伸、ひっι地盤は殆ん

~f一様な割合で隆起を績けた様子で，今同調査の際は立波注火山の形態を装へる迄に至ってゐたp

以下に命!こ依-1]'9月26日より 28日に至声 3日間調査した際の見聞を記ナ事とする。.

11 09月却、自の獄況

9月初日に室蘭より伊達擦に近附くと有珠岳の東麓に新しい山が出来て盛んに噴煙してゐるの

が望見せられた。遠方より望むと西側から白煙が昇P東側から褐色の煙が上昇しそゐるのが見られ

た。伊達鐸よ D上長流に至って噴煙の長さをクリノメーターで略測ナると仰角 110.__13。であった

から水平距離を.3500mc!:ナると，大略700~800m の高きであった事とたる。

上長流の井戸水は前悶の調査の際は殆んE出泣かったのが今岡は充分出る撲に怠ってゐた。

伊達町と鮭瞥村の境界の手前より以前の地割れが共後の打ち績いた豪雨の震に旗犬されて道路が

所々破壊されてゐたO'柳原部務に至ると降爽の怨に杢ぐ荒慶してゐたのは感慨無量であうた。柳原

部落の最大隆起部附近の地溝放の地割れが雨の祭讃大きれて道路が深く李uられてゐた。実れより蓬

に大きな溝が以前にフカパより山越をして西湖畔に至る治宝肢れる附近に出来て交通は全く不可能

と成ってゐた。此の溝は道路を横切って N580.Wの方向に走ってゐて幅10m深さ 12m程度のも

ので，山の万に長く延びてゐるLが東方の銭道線路に至ると浅い議と怠ってゐた。

此議より西北方面に営p地盤が著しく隆起して立波注噴火山が出来てゐた。此の議の線に於て

14時処分に軽震を感じた。此の地震の録に西北方の薪噴火山の山麓に露出してゐる.安山岩の蕎鋒

* 中央気象聾
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岩流の崖から砂探が崩れ溶ちた。

フカパより l100m涯南方に於て道路の西側の納屋が1軒噴火に伴った爆風の鴛に潰れてゐ?と。

共庭から噴火山の高さをクリノメーターで略測ナると、仰角 11.5。であったから測黙の高さを加算し

て噴火山の標高ほ大略 260mある事とたった。

伶其庭から.100m程南東の道路の東側の地盤の隆起部(螺旋欣亀裂に沿ふた隆起部)上り家3

草子も爆風の震に潰れてゐ?と。以上の爆風は7月 3日8時40分頃の噴火に伴ったものである。

噴火山の南麓より登るε火口よ J)300 m程離れた降友表面に噴石の鴛に相営多数の穴が開いてゐ
た。穴わ直径の長大のものは2m程で、あった。試みに直径80cmの穴の中の噴石を探ナと 12x18

x 25立方粧の黒色の岩塊があった。此の岩塊にクリノメーターの磁針を近着けると僅に磁針が偏

れて多少の残留磁気がある事を示したo ~ 

15日寺境噴火口の線に淫したが， 6 月 ~3 日， 27 日に生じた噴火口は次で埋まって直径 20m程度

の小穴と成り共の東南に接して直径200mに近い大火口が生じ白煙を噴き噴気音が盛んであった。

共の東北に接して直径100m程の噴口があり多量の友を合んだ褐色の煙を濠々と噴いてゐた。其の
/ 

、東北に接して直径 50m程の噴口より間欺的陀黒煙を噴いでゐた。何噴火口より西万ヘ流出し長泥

流の跡に水を湛へた池が出来てゐた。

噴火口の北側中腹の樹木怯枯れて北方へ傾き樹幹の噴火口に面ナる側に友が厚く附着じJてゐた。

次は三角形に堅く固まって凸端は火口を指しでゐた。次の厚みは5糎程で、あった。松本山は殆んど

ー 丸坊主に危り北旬斜面には山頂近くがら亀裂が生じてゐた。束丸山の東麓から西湖畔に掛けては降

次の走事に全く荒慶してゐた。東丸山の東麓の樹木は多数北方へ倒れて枯れてゐた。爆風に依るもq

と思ぽれる。

ーー

第 1園 新噴火山の地形見取園
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1110 9月27自の獄況

今朝 91i寺頃噴煙著しく増加し

30分程憤いた。昨日は噴火山

の南麓より登り噴火口q西側を

廻ったので，今日は北麓よ iJ)登
¥ 

り噴火口の業側を廻る事とし

た。西湖畔より質火山花至る途

中で地鳴を 5~ 6同開いた。.

11時頃火口に達し噴火山の見

取図を作る。(第1図参照)

国中は初期の噴火口、の跡であ

出、，
h 
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1)， 11は白煙を噴きIIIは褐色も煙を噴きNは黒煙を噴いてゐる火口である。 Aは最高地黙であって

松本山ょヲ 30m程高く怠ってゐた。白煙は噴火口よ:り噴出し殆んE水蒸気であるが硫黄臭も相官

著しく茨は合んでゐない。蒸気は火日壁の下部及底部り岩の割目より一面に噴出しゴーゴーと著し

い噴気音を伴ってゐた。火口の深さは 100m程であって火口底の数ケ所同黄色及赤褐色の硫黄の溶

け穴池が見えた。咋日ほ全くの白煙であったが今日は青色の煙も合んでゐる撲であった，

褐色の煙は噴火口 IIIより濠々と多量陀音無く土昇し茨を降らせてゐた。火口よ1)200 --300m迄

は煙内の渦が著しいが 300"".500 m の高きに捻ると渦が可成り減少し，芙れ以上段ふわっとした

.積雲放とたり風に流されでゐた。時々小石塊が噴出きれで噴口外に遼ナる事があ.ったが多くは噴口

迄達しないで石塊の溶下音のみ聞えた。

黒煙は噴火口 Nより間歓的に噴出してゐた。活動の休止期には杢く質煙無く火口が立波に見られ

た。火口壁にほ白色の軽石の暦らじきものが見られた他には岩塊の露出段無かった。

活動は先づ黒煙を槍の様に童文悶噴出し砂擦を飛ぽし高きは100mに還した。此の高さ迄、2，3秒、で

上昇して匂たから上昇の初速度ば150m I sec.の程度と推定された。石塊の犬伝るものは直径5c眠、、 ・.
程の援にう思ばれた。砂擦の大部分は噴火口内に戻り一部の小石塊や砂が噴火口の周Pに主として東

北方に落ちてゐた。爆音無く砂磯の街突並に落下音のみしてゐた。聞も無く白煙となりー活動を移

るのであった。

噴出の間隔は次に示ナ観測例の如く大量豊数分であった。

11時 10分噴煙梢々著し。 11時 17分噴煙。 11P寺22.5分噴煙著し。

11 fl寺処分軽震あれ 11時 27分噴煙。 11時35分噴煙。 11時40分噴煙。

以上の欣態は6月下句の噴火営初の欣況と類似じてゐるとの事であった。，

8月22日に室蘭測候所の木村投手が登山した際は噴火口 lll，Nは未だ出来てゐたかった様であ

るo母、

ー噴火口附近の降友は 40，..... 50 cm程度で所に依り 80cmに遼ナるケ所もあった。噴火山見取図の

@の部の農に安山岩の窪熔岩流が厚く露出してゐたが，亀裂著しく地震の矯或は自然に崩務しつL

あそコた ι

同閣のD部には降爽表面に噴石による穴が多数生じてゐた。穴の直径は 30--40cm りものが多

く深さ 30cm議陀石塊があP大きさは直径10cm程度のものであった。

数f聞の噴石に附き磁性の有無をクリノメーターの磁針で検したが只1ケ 12x10X10立方糎の上G.e> 

-較的球形の石塊丈残留磁気を有ナる事が知れた占此の石塊を手に持って磁針に近着けると 1目盛

(20) 偏ナる程度で明に石塊の南端に南北極があった。伶 B黙の北方 100m附近の降次回上り小、

さい噴石落下孔中より得た小形の噴石を 2ケ持ち蹄つ?と。電気試験所の牧野投師にお願ひして夫

--27ー
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等の残留磁気の磁気能率を測定して戴いたので兵の結果を次に報告ナる。

甲は園球のある黒色岩であ'ウて鰹積・は 69c・ e・あったが，磁気能率即ち皐位容積の磁性強度~:::::
ノ.

0.008: C. G. S.であった。

乙は角のある安山岩塊であっモ鐘積は 34e.c・あったが 1= 0.0008であった。

甲は市販の磁石の多少感度の良い磁針に近宇けると僅に偏れを生宇るのが見られた。

フカパ部落は著しく隆起じ東方へ岐れる遣も以前段差したる坂で無かづたのが1O。の傾斜となっ

てゐた。崖下の温泉は2ケJiJf共無くなってゐた此の附近の家は取壊して片附けたものが多かったが

残ってゐる家の内3軒の屋根は噴石の矯に多数の穴が開いてゐた証偽此等の家は地盤の隆起の局に

傾いておた。

以前フカパの方へ流じてゐた冷泉が流れを愛へてフカパの北方の道路上を流れて東方の湛水池に

流入してゐた。此の湛水は長流川の支流がフカバの附近で土地の隆越の得に堰止められて出来たも

のであるo 此漫一帯で降爽をセメント代用品として採掘してゐたふフカパの東方の銭道線路は 100

mlll程度。降雨ある毎に降友が流出して埋まるので困難してゐるとの事であった。• 今日の夜は封土瞥村方面に降り着物に着くと直径1mm位の斑黙と在った。友の微粒子が集まうて

小塊とたって降ってゐたのfである。友は目に這入ると穆み且つ多少盤気があった。

侍噴火山の斜面の降友面上には小規模の雁行放の割目や板挟の墜し割れや墜し被せが多数見られ

て興味があった。
t~ 

IV'o.9月28日の獄況、

噴煙のt欣況は前日と同様であった。西湖畔の道路附近に210mの基線を設けぞて轄鏡儀を使用して

新噴火山の測量をした。松本山の頂上の高さ(239m)を不愛とナると新噴火山の最高鈷A部の標

高は 266mとなった。此の位置は以前約 15Qmの地黙であったから今回の地黙で， 116m程隆起し

・た事となる。此の隆起は6月 10日頃から始fまったらしいがa俄に芙後今日迄一様に隆起したと才る

と上昇の割合は 1日に 1mの割となる。西湖畔では7月頃の噴火で宇熱友が降ったとの事である。

倫5月の調査営時は大有珠の頂上から微かに噴煙ナるのが望めたが今回ほ噴煙を認め得たかったo

Y 。噴火の経過概況

6月23日8時，15分。 ー 最初の噴煙。火口は:'1ケ所で直径10m深さ 20m位と推定されたー

大噴煙。
/ 

6月25日及26日。 1日数悶約60?c位。熱泥を噴出ナ。泥流は松本山の南西谷間に溜

る。

。
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23日に出来た火口の南東隣に新しく火口を生ヂ。

噴火。電光を生歩。'火口の北方約600mの1民家には掲出された石
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7月3日8時 40分。

7月3日13n寺頃占

γJ:J7日。

7月9日17ff寺.30分。

7月 11日10時56分。、

7月15日21時頃。

7月24日5時頃。

7月25日5時頃。

7月29日14時 30分。

8月1日23時 55分。

8月5日，22時頃 G

8月26日14時 20分。

有珠岳噴火調査報告 29 

塊が搭下して屋根を破P緬羊1頭を傷け北方Ii1500mの1民家は爆

風の震に屋根が吹き飛ばされた。松本山頂よりの観測に依れば以前

の2火口は合ーしてゐた。

噴火。約2時間緩いた。火口の南東約1000mの地黙に噴石が落下

し爆風のまミに柳原の民家が数軒演された。

噴火。松本山北麓迄噴石溶下ナ。

松本山頂からの観測陀依れぼ， .新火口は直径100in深さ 100mの国
/ 

、-錐火口であてDた白

火口は略々南北140m東西280m深さ 50mとなった。

30分間大噴煙あり。 30cmの噴石フカパ陀j童ナo

犬噴煙。

大噴煙，

大噴煙。

大噴煙。

噴煙。電光著し。

噴煙。電光ありb

:k口より'500m位迄噴石多数。フカパに 20.'"30ケ落下ナ。

9月 9日16時 15分。 フカパ方面へ噴石。 1000m程飛ぼナ。

以上は主としで 30分以上経績した著しい噴火であるが，事lれの噴火も爆風を伴ひたる事あるも

J爆音が無く噴煙が念に土曾犬ナると云ふ形式り噴火であった。

長士瞥保線区に於て有感地震回数を記録してゐ'るが其の中 7 月 30 日より 8 月 21 日に苔~~間の目別

一同教を第2-闘に図示した。問中矢印は噴煙の著しかった日を示ナ。 7月中段噴火の最も盛んな時期

で、あったが地震は隆起の始まった営時の地震に比較して逢に小規模のものであったらしく，同月中

室蘭では殆んど地震計に記録され無かったが札幌で

観測された無感地震を第1表に掲げた。

倫参考の矯8月22日に木村投手が培査された際

の見取図を第3固に示してある。同問中の亀裂ほ噴

.干、守、
ー・・ ー . . . . 1 ~ • 

ト今-B4I01iムゐらみ i6η i8:"ir2o幻
~/í 火前の 6月頃の欣況である。

第 2国 砂正I:~蒔保線区有感地震回数。
自7且30日至8月21日c
矢印は噴火を示ず。

Vl"結語

今岡の噴火は 6月 23日比始まり数個の噴火口を

生じて活動は既に 3ヶ月以上経領してゐる。新火山

-29ー
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銭3園 有珠岳束麓霊童勤闘
昭和19年 8足22日。扶況。

aは6月23日。火口o

bは6用27日の火口一
cは7月2日の火口o

dは日時不明の最新の火口o

職 震 時 報

の高きも銃に 116m程隆起して 266mに達し相蛍大規3

模の山と成ってゐる。有珠岳の周園には殆んど同心国

放に金比羅山，西丸山r新山(四三山)，東丸山，松本

山等の標高 200--300 inの側火山があり，明治43年の

¥ 
噴火のj祭に生じた新山も 175m程隆起しで途に 210m.

~Z:達した。隆起の割合昨 1 日に 105m の割であ'ったと

の事である。信其際は多数の火口を生じたが噴火の盛、

‘んであったりは約3ヶ月間であった。従って今岡の噴F

火並に土地の隆起は現在命経績中であるが，銃に勢力

の大部分を消費したものと考へられるム

今岡の噴火は時に爆風を伴ひ 1000ni離れた家を伺tl:

潰したが，爆音無く噴煙が念に増大ナ-~と云ふ形式の

噴火であった。噴石は相官求きた石塊を 1000mの遠ー

万へ飛ばした事があり且つ赤熱ιた石塊を飛ばした事

があったが，〆震に熔岩片と思はれるものの噴出は見ら

れたかった。噴石は主として葎熔岩の破片で一般に角
T 

のあるも1のであって残留磁気は認められなかった。稀ー

に比較的国形の黒色岩塊で相嘗た残留磁気のあるものがあった。此種の岩塊の残留磁気はキューリ

ー貼以上の高温から地球磁場内で冷却ナる際に得たものであると考pられてゐ矛占且つ此等の岩塊

は角古紙く園味がある事からも相嘗の高温にあった事が推定される。但し此等の岩塊は今同新に生

じたものであるか芳の噴火の時の火山弾が今岡再び噴出されたものであるか今の所不明である。

以上簡略ではあるが精査時ρ欣況を報告ナる次第であるo

移りに臨み御指導を賜った藤原室長御援助を戴いた室蘭測候所池田所長並に電気試験所の牧野投

師に・厚く御躍を申越ぺる次第である。

ー'
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て
ゐ
る
第

m火
口
。

後
が
白
煙
を
噴
い
て
ゐ
る
第

H
火
口
。

第
四
国
新
噴
火
山
を
南
方
柳
原
よ
り望
む

第
六
園
。

新
噴
火
口
。
塘
町
火
口
。

第
十
一
園
。
九
高
坪
の
地
割
れ
部
内

に
出
来
た
小
噴
火
口
訣
陪
浪
。

(
国
自
H・g
i
H
'
m
C
己
)
。

第
十
二
園

九
高
坪
白
地
割
れ
b
部
。

第
七
園
川
第

W
火
口
よ
り
黒
煙
を

噴
出
し
て
ゐ
る
肢
祝
。

第
十
三
園
。
町
村
界
上
の
地
溝
統
地

割
れ

d
部
内
に
出
来
た
数
個
の
噴
火

口
獄
陪
設
。

第
九
園
。

九
高
坪
の
地
帯
肢

地
割
れ

a
部
。

ー-31一一

第
十
四
園
。
柳
原
部
落
。
地
溝
股
地

割
れ

g
部
。

雇
行
性
地
割
れ
が
見
ら
れ
る
。



第
十
周
。
地
割
れ

a
部
の
断
居
屋
。

立
て
て
あ
る
の
は
同
自
の
物
指
。

32 

第十五園。地割れg部の

断層崖。J

河川

品単品単相川相正副然、担事務・必 v

第十八問。柳E支部落。地
溝扶地割れf部。

第十四国。 新噴火山上より南方lOOOm遁にて 7月
3日。噴火に伴ヲた爆風の矯に倒潰した納屋。屋根

に降友の積ってゐるのが見られるo

第十六園。柳原部落。螺

線扶地割れ i部の地盤。

隆起。

第十大園。

地割れ f部。断層崖。

-32-

隆
回
し

の
水
水

部

o
湛

0

・1
す
て
る

れ
示
つ
れ

割
を
寄
ら

地
動
片
見

。
移
て
が

圏
平
し
の

古
水
斜
る

十
と
傾
も

第
起
が
て

る

れ
れ
割
ら
地
見
取
も
溝
動
地
移
の
卒

。
落
水

園
部
コ

十
原
部

ご
抑

h

第


